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1．会　場

2．　会　期

3．　行　事

大会行事予定表

第1会場：電気ビル地下2階（定員300名）

第2会場：　　　〃　　　　（定員200名）

第3会場：　　　〃　　　　（定員100名）

10月21日（火），22日（水），23日（木）

行　　事

大会（研究発表）

〃　（　〃　）

（第1，第2，第3会場）

（　　　　〃　　　　）

10月21日（火）9．00～12．00

　　　〃　　　　　　13．00～17．00

大会（研究発表）

シンポジウム

懇　親　会

（第1，第2，第3会場）

（第1会場）

10月22日（水）9．00～13．00

　　　〃　　　　　　14．00～17．00

　　　〃　　　　17．30～

大会（研究発表）（第1，第2，第3会場） 10月23日（水）9．00～13．00

大会委員長 日下部正雄

46

　　　　　下層大気に関するシンポジウム〔大会前日〕

　　　　　　　　　　　　　　日本気象学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催
　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議地球物理研連GARP小委員会

会期：10月20日（月）13．00～17．00

会場：電気ビル

話題提供者

座　長：　高橋涜雄（鹿児島大）

1・下層大気中のじょう乱の構造について　　松本誠一（気研）

2．境界層における観測にっいて　　　　　　　　光　　田　　寧（京大）

3．エクマソ層における観測にっいて　　　　　　島　貫　　陸（東京学芸大）

TROMEXの概要 須　　田 建（気研）

、天気”16．9．
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研究発表内容一覧表
（）：座　長

21日

22日

23日

午　　前
9．00～12．00

　午　　後
13．OO～17．00

午　　前
9．00～13．00

　午　　後
14．OO～

午　　前
9．00～13．OO

午　　後

第　1　会　場

長期・総観気象
（尾　崎　康　一）

気候，総観気象
（奥田穣，広瀬元孝）

総観気象，衛星
（香　原　信　義）

シソポジウ　ム

　総　観　気　象
（中島暢太郎，田原寿一）

第　2　会　場

雲　　物　　理
（樋　口　敬　二）

雲物理，レーダー
（小野晃，坂上務）

大　気
（池　辺

電
幸
気
正）

　　　／’

／大　気
（関　川

電　気
俊　男）

第　3　会　場

境　　界　　層
（大　西　外　史）

大循環，力学
（井沢竜夫，片山昭）

力　　　　　　学
（瓜　生　道　也）

放　　　　　　射
（嘉　納　宗　靖）

／

降雨機構とその応用についてのシンポジウム

1．　10月22日（水）　14．00～17．00　第1会場

2．司会　沢田竜吉（九大）

話　題

（a）　メソ解析 山　田　三　朗（福岡航空）

（b）　人工制御 武田京・一（九大）　元田雄四郎（九電）

（c）雲物理 駒　林 誠（名大）

1969年9月 47
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研究発表題目
（発表時間は1題15分以内）

　　　　　第1日（21日）9時～12時

第1会場　長期・総観気象座長尾崎康一
101・山鹿　延（福岡管区）：夏期の太平洋高気圧の消

　　　長の予想法と冬期におけるグ・一パルな平均パタ

　　　ーソの特徴について

102・植木九州男（長崎海洋）：大気大循環の特性と日

　　　本付近の寒候期における気象の特性との関係にっ

　　　いて

103．広瀬元孝（気研予報）：地磁気kp一示数と500MB

　　　zonal　mean高度

104．星野常雄（下関地気）：山口県内の天気のエソト

　　　ロピーについて

105．　真鍋大覚（九大工）：縄紋期から弥生期を経て，

　　　現代に至る気候変動周期の特性

106・　真鍋大覚（九大工）：出生日と暴風日の卓越周期

107．斉藤将一，服部徳一（大分地気）：大分県の気候

　　　変動

108．　荒川秀俊（東海大理），片桐勝男（気象庁統計），

　　　常岡好枝（気研予報），貝山久子，吉見則子（お茶

　　　水女子大）：日本の大都市における気温と湿度の経

　　　年変化

109．永田四郎（奈良教育大）：古文化財を収蔵する建

　　　物内の気象状態（2）

　　　　　第1日（21日）13時～17時

第1会場　　気候・総観気象　座長　奥田穣，広瀬元孝

110・　中島暢太郎（京大防災研）：京都盆地の大気汚染

　　　とその予報について

111・長尾　隆（気象大）：大気汚染と広域上層風の関

　　　係

112・落合弘明（鳥羽商船高専），土屋　清（気象庁予

　　　報）：赤外線放射温度計およびThemovisionに

　　　よる真夏の伊勢湾周辺の温度観測

113．高田吉治，馬場幸三郎（早川電機）：中央高速道

　　　路における雪氷時の気象

114．孫野長治，山崎　武（北大理）：北海道の積雪分

　　　布と気象の型について

115．　尾崎康一（福岡管区）：干害と水害の動気候にっ

　　　いて一（総観過程）一

116．上城一市，尾上幸喜（熊本地気）：熊本県におけ

　48

　　　る甘夏柑の寒害対策にっいて

117．竹永一雄，水元是清，島村克（鹿児島地気）：

　　　屋久島の降雨特性

118．　島本　準（長崎海洋）：台湾付近に発生する低気

　　　圧について

119．小島隆義（宮崎地気）：九州の確率降水量につい

　　　て

120．奥田　穣（気研台風）：日本における大雨の気候

　　　学的特性

121．中島暢太郎，井上治郎（京大防災研）：南米パタ

　　　ゴニヤの氷河について

122．塩月善晴，早川誠而（九大農）：上空の水蒸気収

　　　支から求めた九州・瀬戸内地域の蒸発

　　　　　第2日（22日）9時～13時

第1会場　　総観気象・気象衛星　座長　香原信義

123．　山形英雄（福岡管区）：冬季の寒気の移動につい

　　　て

124．

125．

126．

127．

128．

129．

130．

131．

132．

133．

長浜宗政（福岡管区）：東支那海低気圧の発生に

つヤ・て

富高四郎（福岡管区）：台風圏内における気象要

素の分布

関岡　満（防大）：台風と既存の前線との関係

古川武彦，奥田　穣（気研台風），大江建夫，黒田

利男（岡山地気），門脇関郎（岐阜地気）：広戸風

の解析

高尾　好（鹿児島航空測）：シー・メーターの記

録による各種現象の微細構造について

荒井　康，大島栄三（気研予報）：極東域の雲の

解析（序報）

矢田チエ子，渡辺和夫（気研台風）：気象衛星

APT写真のモザイクと現業への利用

井沢竜夫（気研台風），池田正親（東方電機），中

坪寿雄（オリソパス光学）：ATS写真をメルカ

トール投影写真に変換する装置

井沢竜夫（気研台風）：気象衛星写真より全地球

的にみた熱帯擾乱

土屋　清（気象庁予報），藤田哲也（シカゴ大）

：アポ・8号の写真解析と関東，中部地方東部の

下層風

　　　　　　　　　　　　　　、天気”16．9．



　　　　　第3日（23日）9時～13時

第1会場　　総観気象　座長　中島暢太郎，田原寿一

134・黒木義秋，鈴木宗徳（宮崎地気）：宮崎県の大雨

　　　の特性について

135．吉住禎夫，松本誠一（気研予報）：梅雨前線波動

　　　擾乱の運動エネルギー論

136・　山田三朗（福岡航空）：九州における強雨時の諸

　　　特性からみた降雨機構

137・　山田三郎（福岡航空）：九州における大雨時の諸

　　　特性からみた降雨機構

138・早田正美，江崎正幸（佐賀地気）：昭和43年7月一

　　　28～29日（台風第4号）の佐賀県七山村付近の集

　　　中豪雨にっいて

139．　山中陸男（厳原測）：スパイラルバンドを伴う小

　　　じょう乱の解析

140．瀬下慶長，殿村清人（気象大），浜崎雅憲（福井地

　　　気），岡村敏夫（秋田地気）：1965年9月14日～

　　　15日の福井県奥越地方における集中豪雨解析

141・塩月善明，早川誠而（九大農）：九州大雨時の発

　　　散・渦度解析（2）

142・矢花和一（福岡管区）：昭和38年6月末の九州北

　　　部における集中豪雨の解析

143．秋山孝子，松本誠一（気研予報）：梅雨前線にお

　　　ける降雨活動の多様性について

144．松本誠一，常岡好枝（気研予報）：梅雨前線波動

　　　とエコー分布

145・石原健二（気象庁予報），鈴木栄一（気研予報），

　　　普世泰吉（気象庁予報）：スモール・スケールの

　　　客観的雨量予報に関する研究（第1報）

146・梶川正弘（北大理）：小スケールの降雪について

追加　吉田作松（仙台管区）：日出・日没時の太陽高度

　　　が日照率におよぼす影響

追加　吉田作松，中西秀二（仙台管区）：東北地方にお

　　　ける月平均水平面日射量分布図の作成

　　　　　第1日（21日）9時～12時

第2会場　　雲物理　座長　樋　口　敬　二

201・孫野長治，坂本洋和（北大理）：雪の結晶の中心

　　　部の形について

202・小野　晃（東大理）：雲の中で観測された氷晶の

　　　Growth　modeについて

203．菊地勝弘（北大理）：昭和基地における自然氷晶

　　　核の観測（その1）

1969年9月
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204・桜井兼市（北教大旭川）：冬霧の氷晶核数の観測

205・丸山晴久，北川寿江（気研応用）：自然氷晶核の

　　　比較的長期にわたる測定結果にっいて（1）

206・　田中豊顕，石坂1隆（名大理水研）：鹿児島県枕

　　　崎市における昭和44年梅雨末期集中豪雨時の氷晶

　　　核の数と物質の連続観測

207・九大・農・水文気象観測班：福岡における海塩

　　　核，氷晶核の観測

208・菊地勝弘，矢浦省吾（北大理）：海塩核の観測

　　　（その1）（東京一フリマソトルー昭和基地間）

209・小野　晃（東大理）：成層圏粒子の性状について

210・太田正次，内田英治，伊藤朋之（気研物理）：雲

　　　核とエートケソ核の比較測定

　　　　　第1日（21日）13時～17時

第2会場　　雲物理・レーダー　座長　小野晃，坂上務

21L　大田正次，内田英治（気研物理）：自動雲核測定

　　　装置の開発

212．

213．

214．

215．

216．

217．

218．

219．

220．

221．

222．

223．

九大・農・水文気象観測班：九州の雪について

岩井邦中（名大理水研）：尾鷲と枕崎における梅

雨期の雨水の比電気伝導度について

高橋忠司，山下　晃（東大理）：水滴の凍結実験

皿一大型低温塔の試作とその利用一

高橋　勘（名大理水研）：霜の表面電位

小倉義光，八木橋章子（東大海洋研），高橋　勧

（名大理水研）：霰を考慮した積雲発達の数値計算

梶川正弘（北大理）：有限円柱の抵抗係数の決定

（氷晶，雪の結晶の落下附近）

樋口敬二，森林成生（名大理水研）：融雪の人工

制御にっいて

高橋克己，内藤恵吉（気研測器）：航空機に塔載

する上下動振動計の特性試験について

小平信彦（気研測器），安斉正直（測器製）：マ

イク・フォソ型雨滴計について

青柳二郎，中坦克之（気研台風）：降水雲の垂直

強度分布にっいて

内藤恵吉，横田良夫，高橋克己（気研測器）：ラ

イダーによる煙の観測

内藤恵吉，田端　功，常岡伸祐（気研測器）：ラ

イダーによる斜め視程観測にっいて（第1報）

第2会場

第2日（22日）9時～13時

大気電気　座長　池　辺　幸　正

49
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224．

225．

226．

227．

228．

229．

230．

231．

232．

孫野長治，遠藤辰雄，重野忠史，岩淵武士．李柾

雨（北大理）：降雪雲の電気的性質（その1）

織笠桂太郎（室工大）：新雪の撹梓によるイオソ

の発生と雪片の帯電について

志尾　弥（北教大），孫野長治（北大理）：氷の

灘擦熱の測定

菊地勝弘（北大理）：昭和基地における大気電場

観測（その1）

遠藤辰雄，重野忠史（北大理）：降雪時の海岸に

おける大気電場のパターンについて

岩淵武士，孫野長治（北大理）：レーダー・エコ

ー強度と降雪電荷，空中電場の鏡像関係について

望月　定，大木利政，関川俊男（東理大理）：放

射性荷電エエ・ゾルの易動度スペクトラムと正負

比率の時間変動

児島　紘，関川俊男（東理大理）：大イオソ測定

からエエ・ゾル粒子の粒径分布への変換について

喜岡俊英（東理大理工），児島　紘，関川俊男（東

理大理）：エエ・ゾルの荷電率について

　　　　　第3日（23日）9時～13時

第2会場　　大気電気　座長　関　川　俊　男

233．重野忠史（北大理）：400MC帯を使った電荷ゾ

　　　ソデの試作

234．桂川秀嗣（東邦大），前橋紀恵子（気研応用），服

　　　部学（立大原研），矢野　直（気研応用）：大気

　　　エア・ゾル粒子の放射化分析（皿1）

235．池辺幸正，下道国，飯田孝夫，川野実（名大

　　　工）：ガソマ線照射時における電離平衡

236．下　道国，池辺幸正，川野　実（名大工）：海上

　　　における電離平衡一皿

237．中谷　茂（電気試験所）：ラドソと壊変生成物濃

　　　度の時間的変動について

238．川村　清（気研化学）：富士山太郎坊における大

　　　気オゾン，NO2およびNO濃度

　　　　　第1日（21日）9時～12時

第5会場　　境界層　座長　大　西　外　史

301．青柳，柳沢，中垣（気研台風）：ドップラレーダ

　　　による垂直気流の観測（地形性乱気流の研究8）

302．大田正次，伊藤朋之（気研物理）：航空機による気

　　　流の乱れの簡便な推定法（地形性乱気流の研究9）

303．塩谷正雄，岩谷祥美，黒羽囲夫（日大生産工）：

　50

　　　Gil1型風速計による風の乱れの観測

304．塩谷正雄，岩谷祥美（日大生産工）：強風におけ

　　　る乱渦の相関（5）

305．竹内清秀（気象庁産気），根本　茂（気研測器），

　　　当舎万寿夫（気研台風）：船による海面付近の風

　　　速の鉛直分布の測定

306．竹田　厚（東大海洋研）：波浪上の風の構造

307．近藤純正，藤縄幸雄，内藤玄一（防災セソター）：

　　　海面の空気力学的粗度と波の関係

308．近藤純正，渡辺英雄（防災セソター）：海面近く

　　　の薄層内の塩分，流速，水温分布について

309．光田　寧，佐野雄二（京大防災研），花房竜男（京

　　　大理）：風速変動の長周期成分について

310．花房竜男（京大理）：水蒸気の乱流輸送量算定の

　　　ための簡便法

311．山本義一，安達隆史，安田延寿（東北大理）：島

　　　貫陸（東京学芸大）：傾圧大気におけるエクマ

　　　ソ・スパイラル

312．黒崎明夫（気研予報）：エクマソ境界層の構造

　　　（3）

第3会場

　　　　　第1日（22日）13時～17時

　　　　　　大循環・力学　座長　井沢竜夫，片山　昭

313．大井正一（気研予報）：成層圏気団の解析（五

　　　月）（12）

314．廣田　勇，佐藤康雄（東大理）：冬期成層圏プラ

　　　ネタリー波による水平運動量輸送の年々変化

315．戸松喜一（気研予報）：1965年4月の大気のエネ

　　　ルギー解析

316．戸松喜一一，篠田日奈子（気研予報）：大気の安定

　　　度の分布

317．片山　昭，戸松喜一（気研予報）：顕熱の南北輸

　　　送について

318．桜井　徹，片山　昭（気研予報）：北半球ブ・ッ

　　　キソグの統計（1）

319．木田秀次，関口理郎（東大理）：オゾソ全量（Ω）

　　　と200mb等圧面高度の相関について

320．飯田睦治郎・石川正勝（気研予報）：低緯度大気

　　　の解析（W報）

321．丸山健人（東京学芸大）：赤道成層圏下部にあら

　　　たにみいだされた周期約2日の擾乱

322．渡辺和夫（気研台風）：東南アジア地域において

　　　赤道を越える気流系（低緯度と中緯度との関係そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”16．9．
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　　　の1）

323．柳井迫雄，村上勝人（東大理）：スペクトル解析

　　　による熱帯擾乱の研究

324．　山岬正紀，和田美鈴（気研台風）：3次元準地衡

　　　風モデルによる低緯度対流圏擾乱の研究

325．林良一（東大理）：赤道大規模波動の熱による

　　　不安定化

326．小沢　正，尾崎良子（気研予報）：アジア地域の

　　　数値解析（丑）

　　　よる表現について

337．岸保勘三郎（気象庁電計）：Medium　scaleのじ

　　　よう乱について

338．相原正彦，今井博子（気研予報）：直交関数によ

　　　る時間積分

339．竹内衛夫（気研予報）：積雲対流によって解放さ

　　　れた潜熱の大規模運動に及ぼす影響

340．大林智徳（気研予報）：孤峰を越す流れ（丑）一

　　　2層モデル

　　　　　第2日（22日）9時～13時

第5会場　　力学　座長　爪　生　道　也

327．木村竜治（東大海洋研）：内部加熱による対流

　　　（4報）

328．宇加治一雄，沢田竜吉（九大理）：二層流体中の

　　　細胞状対流について

329．小倉義光，西元幸子（東大海洋研）：基本場が非

　　　線型な垂直温度分布である流体の安定性

330．小倉義光，津　宏治（東大海洋研）：鉛直シアー

　　　のある流れの中の対流

33L　北出武夫（気研台風）：収束場における積雲対流

　　　の特性について（1）

332．　爪生道也，野口晋孝（九大理）：回転流体におけ

　　　る熱輸送量の測定

333．時岡達志（東大理）：回転円筒内の運動（丑）

334．　曲田光夫，西田圭子（気研予報）：境界層内の運

　　　動の数値実験について

335．北出武夫（気研台風）：vertical　shearのある大

　　　気中での台風の発達について

336．廣田　勇（東大理）：傾圧不安定性の層モデルに

　　　　　第3日（23日）9時～13時

　　　　　　放射　　座長　嘉　納　宗　靖

341．佐藤隆夫（長崎大）：上空における散乱光（湿）

342．関原　彊，村松久史（気研）：人工衛星からの大

　　　気オゾソ観測について

343．　山本義一，田中正之（東北大理），荒生公雄（長崎

　　　大教育）：Turbidityの経年変化

344．　山本義一，青木忠生（東北大理）：Asymmetrie

　　　TopRotorのCollisionBroadening（丑）

345．　広野幹彦（新潟大工）：球こま分子の半巾値

316．高橋勘，山本勝弘，築井勝（名大理水研）：

　　　水・氷・過冷却水の紫外吸収

347．堀内剛二（気象庁図書）：熱圏でのNおよびN＋

　　　につし・て

348．岸田恭允（九農試）：全周放射積算量の測定

349．嘉納宗靖，矢田明，鈴木正（気研高物）：赤

　　　外放射計検定装置の試作（第2報）

350：山本義一，田中正之，浅野正二（東北大理）：赤

　　　外放射による雲の加熱冷却

第3会場

1969年9月 51
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研　究　発　表　要　旨

第1会場第1日（21日）9時～12時

　101．　山鹿　延（福岡管区）：夏期の太平洋高気圧の

　　　　消長の予想法と冬期におけるグローバルな平均

　　　　パターンの特徴について

　1954～1967年の期間について，100。E～1400Wの範囲

について500mb高度から北緯50，30の緯度20。巾の東

西指数を求め夏期の北緯500の東西指数と太平洋高気圧

の消長との間に正相関があることから，2，3月の北緯

500の東西指数から太平洋高気圧の消長が予想出来ない

か検討してみた．その結果東西指数と太平洋高気圧との

間に正の相関があることが判明した．なお2，3月の北

半球500mb平均天気図からみた特徴について2，3述べ

てみようと思う．

　102．植木九州男（長崎海洋）：大気大循環の特性と

　　　　日本付近の寒候期における気象の特性との関係

　　　　について

　筆者はさきに，南北両半球の大気大循環の特性を基礎

にして・これと日本付近の暖候期における気象との関連

にっいて述べ，暖候期予報の新しい方法を示した．ここ

では，寒候期予報のために有効な先行現象は，どのくら

いさかのぽっては握することができるか，また，寒候期

予報の中に述べなければならない気温経過の型，気温分

布の型，降雪の状態などについて，秋の時点で，日本全

域を対象として，同時に解説することができるか，など

について検討し，寒候期予報の新らしい方法を提案す
る．

　103・広瀬元孝（気研予報）：地磁気KP・示数と500

　　　　mb　Zonal　Mea瑚高度

　数か月以上の長期予報では，変動の原因として大気自

身の内部要因だけでなく，海洋や太陽活動度などの外部

原因も見のがすことはできない．最近22年間の北半球

500mb　Zonal　Mean高度と，黒点数γ‘R＋1σσ，KP一示

数（平年比）とのO～100か月のLag相関を計算した．

両者とも傾向はよく似ているが，KPの方が相関がよ

く，相関の極値は高緯度では数か月前，低緯度では20～

30か月前というように緯度によって，甚だしく異なって

し・る．

　104・星野常雄（下関地気）：山ロ県内の天気のエン

　　　　トロピーについて

52

　これは「天気のエント・ピーによる天気の局地性評価

について」の一連の研究である．得られた主な結果は，

（1）天気のエソト・ピーは気候区に対する一つの知見を

与える．（2）天気の情報比を計算することによって隣接

する二つの予報中枢の代表範囲を論ずることができる．

（3）情報比は天気の代表性の距離による減衰を表わす測

度として有効である．また情報比の距離による減衰は次

の実験式で表わされる，IR＝IR。exp（一A彫蕊）これ

らのことをいろいろ条件の違った地域にっいて調べて来

たのであるが，今回は山口県の場合について報告する．

　105・真鍋大覚（九大工）：縄絞期から弥生期を経て

　　　　現代に至る気候変動周期の特性

　気候の変動周期は時代によって変化する．空前の天災

に対処する目的で，でぎるだけ長い期間の資料を集積し

て調べるとき，往々にしてすでに過去のものになってし

まった周期をもあたかも未来に適用し得るが如く判断す

ることもあり得る．地質時代から現代に至る各時期の卓

越周期を分類してその変化を調べた．

　106・真鍋大覚（九大工）：出生日と暴風日の卓越周

　　　　期

　海洋が人類の母体であるという思想は洋の東西を問わ

ず古今を通じて不変である．昔から朔望両日は休日であ

り，またこの前後に出産が多いという事も今に至るまで

語り継がれている．出生と暴風の特異日は，その度数の

スペクトル解析から得られる卓越周期がまったく共通で

ある事実がわかった．

　107・　斎藤将一，服部徳一（大分地気）：大分県の気

　　　　候変動

　旧藩時代，臼杵（大分県）稲葉藩の御会所日記から毎

日の天気を調べ，降水日数，曇天日数などを算出した．

これらから，冬季，夏季，および梅雨期の異常年を統計

し，気候の永年変動を検討した．

　108・　荒川秀俊（東海大理），片桐勝男（気象庁統計），

　　　　常岡好枝（気研予報），貝山久子，吉見則子（お

　　　　茶水女子大）：日本の大都市における気温と湿

　　　　度の経年変化

　荒川は天気16巻1号において，東京では気温は逐年上

昇し，湿度は低下してしているが，戦時中だけは逆に気

、天気”16．9．
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温は下降し，湿度は増大したことを指摘した．我々は，

更に日本の約10の戦災を受けた大都市でも，全く同じこ

との起ったことを示し，日本の都市が戦時中，荒廃の激

しかったことの一断面を物語って見る．

　109。永田四郎（奈良教育大）：古文化財を収蔵する

　　　　建物内の気象状態（2）

　法隆寺，東大寺や興福寺等の6寺の鉄筋収蔵庫内の温

湿度連続観測結果を，在来の寺堂や倉蔵内を比較する

と，全般に年平均気温は高く同湿度は低く，また収蔵庫

によっては雨期に異常に高温なもの，多雨時に高湿状態

の続くもの，異常乾燥時にはかなりの低湿状態になるも

のなどが認められる．これらの室内気候の性状は古文化

財の保存上，多量なほこりと共に注目し，十分に検討し

改善されねばならない．

第1会場　第1日（21日）13時～17時

　110　中島暢太郎（京大防災研）：京都盆地の大気汚

　　　　染とその予報について

　京都盆地は昔から「京の底冷え」で有名であるように

地形的原因によって冬期の夜間から早期にかけては強い

逆転層が発達し風が弱くなる．したがって目だった工場

地帯が存在しないのに大気汚染がかなり著しい．過去3

年間にわたってヘリコプター，セスナ機，パルーンなど

を使用して測定した逆転層の実状を解析し報告する．一

方週間予報的な見地から逆転層の強さを予想する方法に

っいて検討した．京都盆地は気象条件が比較的単純であ

るためこの種の調査には好適の実験地である．

　111．　長尾　隆（気象大）：大気汚染と広域上層風の

　　　　関係

　大気汚染に上層風の局地性が重要な役割を果すことに

っいては，先に市原市内での観測をもとに報告したが，

も少し広域の現象を考え，ルーチソのゾソデ観測を解析

することによって予報への手掛かりを求めようというの

が本報告の目的である．

　そのため，ここでは今迄多くの方によって扱われてい

る安定度と汚染質の垂直方向への移動の関係は考えない

で，汚染質の水平方向への移動と上層風，ゾンデの観測

網より求められた上層大気の発散・収束等との関係その

他について調べた．

　112．落合弘明（鳥羽商船高専），土屋　清（気象庁予

　　　　報）：赤外線放射温度計およびThermo・

　　　　visionによる真夏の伊勢湾周辺の温度観測

　1969年7月28，29日の両日，Bames社のPRT－4型

赤外線放射温度計およびAGA社のThemovisionを使

って伊勢湾周辺の飛行機による放射温度観測を行った．

その結果を昨年同時期に行った観測結果と比較すると伊

勢湾の海面温度分布などに興昧ある事実が確められた．

また湾北部に流入する，長良川および木曽川の河面温度

にかなりの変化があることも説明した．Thermovision

による観測ではDisplay　unitに同期した16ミリシネ・

1969年9月

カメラによる連続撮影を試みた．

　115．　高田吉治，馬場幸三郎（早川電機）：中央高速

　　　　道路における雪氷時の気象

　新設された中央高速道路は，山間地を通り，海抜高度

が大きいため，道路各点における気象現象が雪，路面凍

結，霧，結霜などの形で出現する．また，路面温度は道

路構造のちがいや，天候の変化によって複雑な変化をな

し，路面上の雪や凍結による局地的な気象現象の現れ方

に大きな関連をもっている．

　今回は，河口湖イソターチェソジから相模湖イソター

チェソジまでの46km区間における高速交通のこれら気

象障害について観測，調査，検討の結果を報告する．

　114．孫野長治，山崎　武（北大理）：北海道の積雪

　　　　分布と気象の型について

　国際陸水十年計画の一環として北海道の積雪量の水平

分布を調べている．水平分布を支配する要因の一つとし

て500mbの東西指数をとって相関を調べてみた．過去

5シーズソの3月末の積雪について次のような関係が認

められた．

　1．指数の大きい年には道西に雪が多い．これは予想

　　されることである．

　2．　指数の標準偏差の大きい年には，全道的に雪が多

　　い．

　3．500mb気温とは関係が認められなかった．

　115．　尾崎康一（福岡管気）：干害と水害の動気候に

　　　　ついて一（総観過程）一

　1955年から1966年までの各電力会社の出水率および日

本各地方の稲の被害率によって，干害年と水害年を分類

した．つぎにこれらの年の冬から秋にかけての，北半球

500mbの天気図型，相関図解析，成層圏天気図などに

よって，干害年と水害年の月平均パターソによる総観過

程を調べた．その結果，冬から春にかけての過程が，西

日本干害・水害と東日本干害・水害の差異に関連がある

ことがわかる．

55
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　116．上城一市，尾上幸喜（熊本地気）：熊本県にお

　　　　ける甘夏柑の寒害対策について

　熊本県では甘夏柑の寒害対策として，短期予報に基づ

いて果樹警報を流すことにしたが，これに要求される予

報は，農作業を行なううえで時間的にも，量的にもかな

りきびしい制約を受けている．

　ここでは，気温が一4。C以下になると果害が起こり

始めていることがわかったので，気温が一40C以下に

なるときの気圧配置，寒気との対応等を検討して，予報

の目安を求めた．また霜害についても，通報時刻に関連

して検討したので，合わせて報告する．

　117．竹永一雄，水元是清，島村克（鹿児島地気）：

　　　　屋久島の降雨特性

　屋久島は日本有数の多雨地域として知られている．急

峻な独立山岳島である本島を地形性降雨のモデル地域と

して，その降雨の特性を島内13観測点の4年間（1964～

1967）の日雨量を用いて調査した．ごく近傍に位置し地

形を異にする種子島とは特に降雨量に格段の差が見られ

る．降雨分布は山頂よりやや風上側にピークをもち，地

形傾度最大の地点より奥地である．総雨量分布では島の

東象限にピークがあり，北東ないし南東の風が気候学的

降雨分布を決定する．簡単な仮定のもとで地形性降雨を

求めたところ実測との間に興味ある結果を得た．

　118．島本　準（長崎海洋）：台湾付近に発生する低

　　　　気圧について

　冬の後半から春先きにかけて台湾付近に発生する低気

圧について，まず最近5年間の発生数その他2～3の統

計的調査を行ない，つぎに総観解析によって，台湾付近

の低気圧は低緯度を東進する谷の華南東岸接近によって

発生し，中緯度を南下する寒気の影響を受けて発達し，

あるいはその主体が中緯度の位相に移ることを，長風丸

の観測資料などを用いて説明する．

　最後にA．E．Parkerの実験式から低気圧発達の目安

を求め，海上予・警報のための資料とすることを検討し

た．

　119．小島隆義（宮崎地気）：九州の確率降水量につ

　　　　いて

　降雨量の統計値としては平均値や極値だけでは不十分

なことはもちろんである．最近は5分位値の統計も行な

われているが，統計年数が短かく，気象官署の分に限ら

れている．したがって，ここでは各種水文調査の基礎資

料とするために，九州内の比較的長期にわたって資料が

揃っている全観測所の月降水量について，その経験的累

積確率を計算し，また，その結果の利用例についてのべ

る．

　120．奥田　穰（気研台風）：日本における大雨の気

　　　　候学的特性（II）

　まず，降水密度が大雨日数の地域分布に対する良い指

標となりうることを理論的に明らかにし，（2）日雨量階

級別度数分布が安定するに要する統計期間を検討，（3）

大雨日数の地域特性を与える要因について検討した結果

を報告する．（3）については（1）報で総観スケールの

じょう乱との関係を報告したが，今回は，水蒸気量と地

面粗度の効果にっいて吟味した．

　121．中島暢太郎，井上治郎（京大防災研）：南米パ

　　　　タゴニヤの氷河について

　昨年末から本年はじめにかけて表記の氷河の実地踏査

に行なった結果を報告する．アソデス山脈最南端にある

この地方の気候は，アソデス山脈，南半球ジェットスト

リーム，ペルー海流などの影響を受けて，温暖氷河の典

型を生み出している．世界の他の氷河と比較しながらこ

の氷河の特性について論じる．またわれわれが実地に調

査したHPS10番氷河については熱収支・水収支の立場

から解析した結査を報告する．

　122．塩月善晴，早川誠而（九大農）：上空の水蒸気

　　　　収支から求めた九州・瀬戸内地域の蒸発

　メソ・スケール地域からの蒸発をその上空の水分収支

から求めることを試みた．対象地域として九州島及び瀬

戸内海地域を選び，考える空気柱の厚さをSur£～400

MB，及びSur£～850MBの二つを取ったが，共に日変

動は大きいが，月平均値ではパソ蒸発，ソーソスウェイ

トの可能蒸発散位に近い値が得られた．

第1会場　第2日（22日）9時～13時

123．山形英雄（福岡管区）：冬季の寒気核の移動に

　　　　ついて

予報の解析についてべ一ス転換の予想をまだ十分解析

されていない現在冬季においては寒気の南下する期間と

して36～38日の周期が卓越し，その1循環の2分の1，
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3分の1周期がよくあらわれる．これをうずの対応と組

合わせて一定の線を横ぎるタイムセクショソをつくりチ

ェックする．大雪と寒気の南下との関連を断面図によっ

て下層への寒気塊の移動を追跡する．台湾坊主による大

雪はこの例外であることを実況で説明し最後に成層圏を

、天気”16．9．



東経130度にそうて極付近の冷却，中緯度の暖化との関

係を下層の現象と関連づけようとするものである．

　124．長浜宗政（福岡管区）：東支那海低気圧の発生

　　　　について

　東支那海とヒマラヤ山脈に付随した低気圧発生の場で

あることを示し，東支那海の低気圧を予報ずるためには

その風下で発生する低気圧に注目しなければならない．

この低気圧はよく発達したサーマルリッヂの下で発生す

るが一般のパ・クリニック大気の低気圧とは性格が異な

っている．この低気圧は24時間以内に消滅するが，それ

によって後面から進んでくるトラフから正のうず度，吹

きだしがおこりその結果東支那海に低気圧が発生するよ

うである．ヒマラヤ風下の低気圧は二層大気モデルで近

似されるからそれによって性格がチェックできる．

　125．　冨高四郎（福岡管区）：台風圏内における気象

　　　　要素の分布

　台風による暴風・雨・高潮・波浪などの詳細な予報を

行うためには，台風圏内の気圧・水平風・うず度・上昇

流などの正確な表示および理論的相互関係を求める必要

がある．今回は，円柱座標系の各方位角・同心円毎の格

子点の読みとりを行ない，これから切線風速成分∂θ，動

径風速成分∂7を定常無摩擦の条件で算出し，これを非

対称性・うず粘性係数の垂直分布傾度なども考慮した際

の円柱座標系による大気の運動方程式の解に入れて，下

層各高度の風・うず度・上昇流などを逐次算出する．モ

デルとして第2室戸台風を用いた．

　126．　関岡　満（防大）：台風と既存の前線との関係

　　　　（5）

　千島列島付近で完全に温帯低気圧化した台風6619と熱

帯低気圧のま・次第に衰弱しつつ中国大陸を北西進した

台風6615の本邦付近進行中の解析を行い，両老に対する

既存の前線のふるまいを運動学的に考察した．

　127．古川武彦，奥田　穰（気研台風），大江健夫，黒

　　　　田利男（岡山地気），門脇関郎（岐阜地気）：

　　　　広戸風の解析

　昭和42年から地方共同研究として，那岐山頂及び山ろ

くに観測網（風，気温，気圧，湿度）を展開して広戸風

の観測を実施した．43年度は気圧計を増置し，又8mm

による写真撮影を加えた．台6810号の北上による広戸風

において1ee－waveによると思われる雲列を観測した．

広戸風時のスペクトル解析，および気圧場の解析を行

い，強風域の分布，伝播および低気圧の移動などについ

て考察した．
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　128．　高尾　好（鹿児島航空測）：シーロメーターの

　　　　記録による各種現象の微細構造について

　航空予報の終局の目的は雲高（シーリソグ）と視程の

数量的（例えば，何時頃，継続時間とう）予報にある．

鹿児島空港における約2ケ年のシー白メーターの記録資

料から，各擾乱による雲低高300米以下の雲の発生状況

および機構について調査した．低気圧とうの大擾乱の中

に記録から小擾乱が見出され，規則性がある．また地上

風向，風速および地形の影響も大き・な要素であり，現業

的立場から調査したので報告する．

　129．荒井　康，矢島栄三（気研予報）：極東域の雲

　　　　の解析（序報）

　昨年秋の極東域の雲の分布を5階級に分け，緯度経度

5度毎に読取り，雲に関する解析を行なった．また雲と

上昇速度（電計600MBオメーガー）の平均図を作成

し，500MB高度や地上気圧の平均図との比較を行った

ので，得られた結果を報告する．

　130．　矢田チエ子，渡辺和夫（気研台風）：気象衛星

　　　　APT写真のモザイクと現業への利用

　少ない作業時間，労力，経費で広域の雲の分布を知る

にはAPT写真のモザイクを作ることが最適である．A

PT受画装置の実用化試験に当って気象研究所が作った

モザイク用地図とモザイク写真において予期される位置

誤差について論’じ，その現業利用への限度に言及する．

　151．　井沢龍夫（気研台風），池田正親（東方電機），

　　　　中坪寿雄（オリソパス光学）：ATS写真をメル

　　　　カトール投影写真に変換する装置

　ハワイ南方の赤道上空約36，000kmの高度にある静止

衛星ATS－1が撮影する球面地球の写真（電波研鹿島支

所が開発した受像装置を用いて受像する）をメルカトー

ル投影写真に変換するため，気象研究所は東方電機とオ

リソパス光学の共同により球面写真変換装置を開発し

た．この装置による写真の変換は全て光学的に処理さ

れ，ATS二1による白黒写真のみならず，ATS－3による

カラー写真にも利用できる．こ・では本装置による写真

変換の原理と精度および実例などについて述べる．

　132．　井沢龍夫（気研台風）：気象衛星写真より全地

　　　　球的にみた熱帯擾乱

　1967年の1年間のエッサ・モザイク写真を主にして，

全地球上に発生する熱帯擾乱の発生と径路の季節的変動

を求め，これらの擾乱と赤道収束帯や偏東風などとの関

係を調べたので報告する．また太平洋，印度洋，大西洋

などに発生する熱帯擾乱の解析例についても述べる．

55



454

　133・土屋　清（気象庁予報），藤田哲也（シカゴ大）：

　　　　アポロ8号の写真解析と関東，中部地方東部の

　　　　下層風

　1969年3月10日，有人衛星アポ・8号の宇宙飛行士が

170kmの上空から撮影したカラー写真と詳しい下層風

の解析から次のようなことがわかった．

　下層大気の静的安定度がよく，関東地方南部で北東～

東風が卓越する場合，京浜地区のスモッグはかなり西の

方に広がり，箱根山地の低地帯を通って駿河湾にまで達

する．またスモッグの下に位置している観測所での視程

は，スモッグの濃さに比例して悪い．

第1会場　第3日（23日）9時～13時

　134・　黒木義秋，鈴木宗徳（宮崎地気）：宮崎県の大

　　　　雨の特性について

　宮崎県内約100地点の日降水量および1時間降水量を

統計的に調べ，大雨と地上天気図型・じょう乱の経路お

よび鹿児島の上層資料との関係などから宮崎県の大雨の

特性を述べ，あわせて雨に関する注意報・警報発表の考

え方を説明する．

　155．　吉住頑夫，松本誠一（気研予報）：梅雨前線波

　　　　動擾乱の運動エネルギー論

　1968年7月8～12日の期間に観測された梅雨前線上の

波長約1，000kmの波動擾乱の循環は，間接的であるこ

とが示唆されるにも拘らず，擾乱は発達していることを

前大会で報告した．更に解析を進めた結果，synoptic

scaleからの運動エネルギーの供給はpotentia1エネル

ギーヘの変換量の約半分であって，より小さなscaleか

らの運動エネルギーの供給が要求される．この傾向は降

雨活動の激しい地域で著しく，中規模擾乱あるいは対流

活動と梅雨前線波動擾乱との密接な関係の存在を示唆し

ているように思われる．

　136・　山田三朗（福岡航空）：九州における強雨時の

　　　　諸特性からみた降雨機構

　1時間20mm以上降った強雨にっいて九州各官署の

多年の時別雨量から調べると17時に最多雨で降水強度も

最も強く，30mm以上の強雨は18時に多い．熱雷は九

州・富士山・関東なども16時に最多で，大Cu．Cb．強

雷の継続時間は2～4時間に及び，そのエコー高度は10

km以上，その寿命も1時間以上が多い．ガストや最大

風速は14時，最高気温は13時すぎが最多である．これら

から九州での強雨も氷晶過程が主役で，上昇気流が19km

以上に達し，5km以上の過冷却層で雪片が生長し，下

降流を伴って強雨が降るまでには3～5時間を要する．

　157．　山田三朗（福岡航空）：九州における大雨時の

　　　　諸特性からみた降雨機構

　日雨量70mm以上の大雨について九州各官署の多年

の時別雨量から調べると，強雨は7～9時に多く，西ほ
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ど早い．その線状エコーは西岸沖100kmから発生する

ことが多い．九州本土のどこかで200mm以上降った大

雨のときは20m／s前後の下層強風が吹いている．これ

らから九州での大雨の大部分は対馬暖流上での収束線に

よる上昇流が対流性の雲となり，その線状エコーは沿岸

付近で発達しやすいが，強雨はエコーの停滞・衰弱する

下降流域に降り，雨滴は10～20km風下に流される．こ

のため地形上昇や地上風収束域と強風域は対応しにく

い．

　158・　早田正美，江崎正幸（佐賀地気）：昭和45年7

　　　　月28～29日（台風第4号）の佐賀県七山村付近

　　　　の集中豪雨について

　台風第6804号に伴い，県北部の山間部（七山村）で定

着性の集中豪雨が降ったが，原因は主に次の点にあるこ

とを述べた．

　1．豪雨になり易い地形であること．

　2．　台風接近時の九州地方の風速分布と収束．

　3．　九州内陸部にシヤーライソが発生して北上した．

　　このラィソの通過時を予想することによって，豪雨

　　の終りが予想できること．

　このように，定着性の集中豪雨は，より詳しく局地解

析することによってある程度の予想は可能であるこどを

述べる．

　139．　山中陸男（厳原測）：スパイラルバンドを伴う

　　　　小じょう乱の解析

　昭和40年7月1日に，めいりょうなスパイラルパソド

を伴った小じょう乱がレーダーで観測された．これは，

大気下層には波動の存在が認められたが，シノプティッ

ク・スケールの地上天気図には低気圧は描けない程度の

小さなじょう乱であった．このため自記紙を解析するこ

とによりじょう乱を検出することができた．また，これ

に伴う降雨の状況も合せて報告する．

　140．　瀬下慶長，殿村清人（気象大），浜崎雅憲（福井

　　　　地気），岡村敏夫（秋田地気）：1965年9月14日

　　　　～15日の福井県奥越地方における集中豪雨解析

、天気”16．9．



　1965年9月14日から15日にかけての福井県奥越地方に

おける集中豪雨の機構に関する解析結果について報告す

る・その結果，地上気圧および高層成層状態に12時間の

変動周期が認められ，これらの変動が雨量の変動とよい

対応を示し，豪雨時め成層は下層の収束，上層の発散お

よび対流不安定の状態を示すと共に，上層，下層にそれ

ぞれジェットを伴い，それらの関係について述べ，また

湿舌の構造にっいても言及する．

　141．塩月善晴，早川誠而（九大農）：九州大雨時の

　　　　発散，渦度解析（2）

　前回の報告で，九州大雨時の上層の発散，渦度に幾つ

かの特徴があることを示したが，更に台風及び冬季降水

時などについてもほぽ同様な特徴が見い出されたので報

告する．即ち1．下層収束，上層発散である．2．下層

渦度が大きな正の値となる．　3．台風の場合を除いて，

上層渦度の正負によって，降雨域が南北に別れる．

　142・　矢花和一（福岡管区）：昭和58年6月末の九州

　　　　北部における集中豪雨の解析

　この集中豪雨は，対応する地上の前線や低気圧が明瞭

でなかった．解析の結果，500mb等圧面より上層では

華北から東進した寒冷低気圧周辺に下降域が存在した．

また700～600mbを中心とする下層には，太平洋高気

圧周辺の流れのなかにおよそ24時間の周期をもつ温度場

の波動がみられた．これらの上層と下層の2つの流れが

集中豪雨に関連することを述べる．

　143．　秋山孝子，松本誠一（気研予報）：梅雨前線に

　　　　おける降雨活動の多様性について

　昭和43年度特別観測期間中，7月9日，10日，11日の

早期にかなりの大雨が降った．これらは何れも梅雨前線

波動に関連するものであるが，それぞれ顕著な特長を示

した．このうち7月9日の場合（昭和43年度秋季大会で

発表）および7月10日の場合（昭和44年夏季講演会）は

中規模擾乱が特長的であり，7月11日の場合は南北2条

の線状構造に特長があった．このように梅雨前線活動は

極めて多様性を持っことを総括的に述べる．

　144・松本誠一，常岡好技（気研予報）：梅雨前線波

　　　　動とエコー分布

　昭和43年度特別観測資料に基ずき，time　lapseのエコ

ー合成図を作成し，これを地上・高層の気圧気温露点温

度場と比較した．

　梅雨前線上に1，000km以下の波動が東進し，主とし

て九州南部に約20時間の周期で雨を降らせた．降水分布

とエコー分布とはよく一致している．温暖前線に該当す

1969年9月

455

る部分では，エコーが散在して，梅雨前線はここで切れ

ているような形となる．

　145．　石原健二（気象庁予報），鈴木栄一（気研予報），

　　　　普世泰吉（気象庁予報）：スモール・スケールの

　　　　客観的雨量予報に関する研究（第1報）

　面積数百km2という小さな区域の，1時間，3時間

などの短時間に対する雨量予報についての，統計的予報

方式を確立しようというのがこの研究のねらいである．

モデル地域として，揖斐川流域（面積約1，600km2）を

えらぶ．1961年～1965年の5年間の6，7月について，

流域面積平均1時間雨量と，高層気象データーから求め

た気象因子（約1，000ケ）との単相関解析をおこない，

大雨時の特徴的パターソを相関解析から描出する．次に

雨量に寄興すると思われる気象因子を数十ケ選別し，そ

れを基にして降雨有無の判別式および雨量の多重回帰式

を求めた．

　146．　梶川正弘（北大理）：小スケールの降雪につい

　　　　て

　小樽市において積雲状の降雪雲が通過するときに，降

雪の状況を，一点観測で5分毎のレプリカを作成して調

べた．この型の雲では，降り始めに霰が多く，次いで雲

粒付（立体的に発達）が多くなり，終りに近づき平板が

増すなどの特徴がみられた．

　また，同地域（7km×5km）内の約280の地上観測

点において得られた，降雪と風の資料を解析し，風と地

形および降雪との関係を調べた．

　追加　吉田作松（仙台管区）：日出・日没時の太陽高

　　　　度が日照率におよぼす影響

　東北地方の246地点で日射時間が観測されているが

（主としてバイメタル日照計），地形地物の影響を受けて

いるところが多いので，そのままでは利用に不適当であ

る．第1段階として，全観測点について実際の可照時間

を測定したことについては，すでに報告した．しかしこ

れによって得られるのも見かけの日照率であって，各地

同一基準になるわけではない．今回は，第2段階とし

て，モデル考察ならびに実測資料によって，太陽高度と

見かけの日照率との関係を求め，これを全く地形地物の

影響がない日照率に換算する方法を得た．

　追加　吉田作松，中西秀二（仙台管区）：東北地方と

　　　　おける月平均水平面日射量分布図の作成

　東北地方246地点の日照資料を用いて，月平均水平面

日射量の詳しい分布図の作成を試みた．まず全地点の5

年平均日照率を計算し，すでに報告した方法により，こ
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れを地形地物の影響のない値に修正した．次に仙台のエ

プリーによる日射量とジョルダソおよびバイメタル日照

計による日照率との関係を求めた．その際バイメタルに

ついて太陽高度別の回帰を用いると，日射量との相関が

ジョルダソより良いことがわかった．作成された日射量

分布図を提示する．

第2会場　第1日（21日）9時～12時

　201・　孫野長治，坂本洋和（北大理）：雪の結晶の中

　　　　心部の形について

　雪の結晶の中心部の形が，発生した時の氷晶の形を残

しており，またその氷晶の形が核化した時の気象条件に

何等かの関連があると考えられる．この見地にたってベ

ソトレー，中谷および当研究室で撮影した約5千枚の雪

の板状結晶の顕微鏡から，中心部の形を12種類に分け，

これを雪の結晶形別に分布をとってみた．

　中心部の形では，円形および重なり型のものが案外に

多かったが，円形のものは凍結雲粒に由来し，重なり型

は二核結晶に相当するのであろうか．

　202．　小野　晃（東大理）：雲の中で観測された氷晶

　　　　のGrowth　modeについて

　過去3年間（1966～1968）Australiaの冬の雲の中で

実際に観測した氷晶にっいて

　①氷晶の結晶習性と形成温度（一2～一32℃）との関

　　係

　＠氷晶のGrowth　mode一結晶軸比，骸晶構造の発達

　　の程度一の特性

に主眼をおいて行った解析結果並びにこの結果をもとに

氷晶の成長速度についての考案結果を報告する．

　尚この観測は筆老がDiv．Radiophysics．C．S．1．R．U．

に研究員として滞在中に行ったものの一部である．

　205．菊地勝弘（北大理）：昭和基地における自然氷

　　　　晶核の観測（その1）

　1968年2月1日より1969年1月31日までの1年間昭和

基地において一20。C氷晶核の観測を行った．

　装置は丸山の考案による連続自動氷晶核測定装置を2

台用い（1台は10月から運転），被検空気を通す給湿槽

を変えることにより，自然，予熱，直接の3方式による

核の影響を調べた．その結果，一般的には冬期間に核数

の増加が顕著（駕5個μ）で，夏期間は1個／！以下の値

を示した．また特に冬期間には5～10日周期の顕著な核

数の変動が認められた．

　204．桜井兼市（北教大旭川）：冬霧の氷晶核数の観

　　　　測

　冬霧の観測を過去3年間に亘って行ったが，過冷却霧

の中に氷晶が現われ，さらに氷晶のみの氷霧となる，相
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変化が日の出の約1時間位から始まり日の出前後にその

数が最高になることがわかった．これは最低気温との関

係もあろうが，氷晶核数の増加があると想像させる．そ

こで今年2月～3月に旭川市内で氷晶核数の測定を行っ

たのでそれを報告する．更に，過冷却霧粒を一旦蒸発さ

せそれを低温槽内で水蒸気を補給して氷晶を再生させて

みたのでそれも合せて報告する．

　205．　丸山晴久，北川寿江（気研応用）：自然氷晶核

　　　　の比較的長期にわたる測定結果について（1）

　1968年4月から1969年7月の一年以上の長期にわたっ

て先に開発した自然氷晶核測定装置を用いて，自然氷晶

核濃度の連続測定を（東京，高円寺にて）行った．測定

された氷晶粒は約一20。C核であり，10分ごとに採集さ

れた．この測定値の日変化，季節変化などの結果につい

て，および観測期間中に現われたいくつかのピークにっ

いての気象条件との関連の検討，sourceの追求などを

行ったのでこの解析結果について報告する．

　206．　田中豊顕，石坂　隆（名大理水研）：鹿児島県

　　　　枕崎市における昭和嗣年梅雨未期集中豪雨時の

　　　　氷晶核の数と物質の連続観測

　GARP計画の研究の一っとして，本年7月3日から10

日迄，上記の観測を枕崎測候所で行なった．

　装置は昨年北太平洋沿岸地域で氷晶核の同時観測に用

いたものの改良型である．核数は30分毎に，物質は6時

間毎に測定，補集した．これと平行して砂糖療法で核数

を3時間毎に測定した．

　測定の結果，一170Cの氷晶核数は測定地点が前線の

北側に入った時6個／‘，南側で1個／z程度になり，前線

の移動に伴う顕著な変動が観測された．また活性化した

氷晶核として数ミク・ソの種々の鉱物微粒子が補集され

た．

　207．　九大・農・水文気象観測班：福岡における海塩

　　　　核・氷晶核の観測

　今年4月より九大農学部構内において，海塩核と氷晶

核にっいてほぽ毎日観測を実施している．、観測方法など

に不十分な点が多いと思われるが，天気図，雨量などと

比較したものについて報告する．

　208．　菊地勝弘，矢浦省吾（北大理）：海塩核の観測

黙天気”16．9．
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　　　　（その1）（東京一フリマントルー昭和基地間）

　1967年11月25日東京港から南極観測にむかった砕氷艦

”ふじ”の艦上から手動式ジェットイソパクターを用い

て，1日2回海上の海塩核の測定を行った．ほず東経

130度に沿った東京一フリマソトル間（15日間）での平

均濃度は1，200個／Z，平均風速5．9m／sec，フリマソトル

港停泊中（5日間）は450個／♂，フリマソトルー氷縁間

（13日間）では2，150個／」，平均風速7．2m／sec，また

氷量／510～10／10を航海中は170個／」の値を得た．当然

考えられるように風速（風浪，うねり）との正相関が認

められた．

　209．　小野　晃（東大理）：成層圏粒子の性状につい

　　　　て

　宇宙起源の自然氷晶核の空間濃度及び物質を同定する

目的で過去1年間Australiaで大型気球による成層圏

（～40km）粒子の採集を実施した．今回は電子顕微鏡で

観察した粒子の性状にっいて報告する．主な結果は，①

成層圏粒子はAmmonium　sulphate又はSulphuric　acid

と考えられる物質でcoatされている．②30km以上で

はAmmonium　sulphate粒子が圧倒的に多く，30km～

10kmではSulphuric　acid粒子が圧倒的に多い．③粒

子の相対濃度は20km前後にpeakがあり，Jungeの

dust　layerと一致する．

　210．　大田正次，内田英治，伊藤朋之（気研物理）：

　　　　雲核とエートケン核の比較測定

　今回開発した自動雲核測定装置と既に開発したポラク

型工一トケソ核測定装置を用いて，雲核とエートケソ核

の比較同時測定を行った．ゴム気球中にとりあえずニク

・ム線を赤熱した時に発生するガスを導入した場合と，

自然大気の場合とにっき，同時測定を行った結果にっい

て述べる．

第2会場　第1日（21日）13時～17時

　211．　大田正次，内田英治（気研物理）：自動雲核測

　　　　定装置の開発

　低い過飽和度で活性化する雲核の濃度測定にはふっう

熱拡散箱内部にでき・た霧粒を直接写真撮影する方法がと

られているが，大変労力がかかるので，我々は30cm×

70cm×7cmの大型の空間をもつ熱拡散箱を用い，光の

透過率を測ることによって霧粒の濃度を求める方法を開

発した．それには5分毎に自動的に外気の採取を行な

い，霧発生に伴う光の透過率の変化を光電池を用いて自

動電圧計に記録する．霧粒の濃度と透過率との関係につ

いては予め霧粒の直接写真法によってキヤリブレーショ

ソを行った．

　212．　九大・農・水文気象観測班：九州の雪について

　今年2月台湾坊主発達後の季節風によってもたらされ

た雪にっいて英彦山において観測を行い，春季大会で一

部を報告したが，更に解析したものについて，及び過去

のデータより求めた九州の積雪量分布の二，三の特徴な

どについて報告する．

　215．岩井邦中（名大理水研）：尾鷲と枕崎における

　　　　梅雨期の雨水の比電気伝導度について

　1966年6月3日～13日尾鷲で，7月3日～10日枕崎に

おいて雨水の比電気伝導度（σ）を水平風洞によって粒

度別に分けたものとbulkのものを約5分毎に測定した．

同時に濾紙法により雨滴の粒度分布，海塩核の粒度分布

を調べた．尾鷲の雨は地雨性で長時間持続するのに対し

1969年9月

枕崎の雨はしゅう雨性であった．しかしσは両者とも一

般的に降り始めに大ぎく時間と共に減少するが降り終り

に再び増加する傾向があった．σと雨量強度は逆相関が

ある事も両者に共通していた．雨滴の粒度分布は両者と

もMarsha11－Palmer分布と異なっていた．

　214．　高橋忠司，山下　晃（東大理）：水滴の凍結実

　　　　験，1∬，一大型低温塔の試作とその利用一

　高さ14m内部断面30cm×30cmの，断熱材を主材料

とした塔を製作し，その中の空気を冷却器に通して循環

させ，一350Cまで冷やすことに成功した．これは，空

気の循環を止めれば14mの高さの低温槽となり，今ま

で我々が寒冷地での野外実験として取り組んできた自由

落下中の水滴の凍結実験は，これを使って，より正確に

行えることになった．、

　実験には，凍結温度，塔内温度，水滴の大ぎさ等の条

件が，水滴の凍結にともなう変形及び破壊にどのように

関係するかを示す．

　215．高橋　勧（名大理水研）：霜の表面電位

　氷の上に霜を作ると，表面電位が大きく変化し，温度

一17。C近くで，変化の傾向が逆になる．低温から温度

をあげてくると，高温から低温に変えたときの電位変化

を示さず，大きなループを作る．今回は，これら興味あ

る現象について述べる．

　216．　小倉義光，八木橋章子（東大海洋研），高橋勧

　　　　　（名大理水研）：霰を考慮した積雲発達の数値
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　　　　計算

　積雲の発達の過程を数値計算で求めてみた．この時発

達した流れのパターンが，霰によってどのように変化す

るかに着目した．積雲内の上昇流，下降流の大きさ，上

昇流から下降流への移る時間は，霰の密度，数に依存す

ることがわかった．

　217・　梶川正弘（北大理）：有限円柱の抵抗係数の決

　　　　定（氷晶，雪の結晶の落下附近）

　従来までの実験では，Re数102以下の有限円柱につ

いての抵抗係数はきめられていないようである．

　氷晶（小角柱），雪の結晶（針状）の落下速度を有限

円柱に近似させてきめるために，Re数約10－2～102に

おける抵抗係数を，模型実験より求めた．

　粘性流体中を落下するガラス円柱の終端速度を測定す

る方法を用い，抵抗係数一Re曲線を求め，これを使っ

て針状結晶の落下速度を計算し，実測を説明でき・ること

を確かめた．

　218．　樋ロ敬二，森林成生（名大理水研）：融雪の人

　　　　工制御について

　北アルプス劔沢にある雪渓調査によって，雪渓は，冬

季の積雪量が多く，かつ，夏期気温の低い年がつづく期

間に成長し，逆に，積雪量が少く，かっ，夏期気温が高

い年がつづく期間に，縮小あるいは消失することがわか

った・そこで，この縮小の期間に，融雪を人工的に制御

すれば，蓄積が継続し，雪渓を氷河化することが，可能

と思われる．そこで，1969年3月，長岡にある国立防災

科学技術セソターの雪害実験所において，融雪制御の実

験をおこなったので，その結果を報告する．結論とし

て，発泡スチ・一ルによるカバーが最良であった．

　219．　高橋克己，内藤恵吉（気研測器）：航空機に塔

　　　　載する上下動振動計の特性試験について（成雨

　　　　共同研究59）

　航空機に塔載する上下動振動計の特性の決定法，及び

支点速度の導き方，またその計算を行う際の集積誤差を

取り除く方法等については昨年の学会で報告した．そこ

では初期条件をt＝（O）ですべての条件を（0）としてい

るが飛行中自記紙の交換等を行った際，新しく記録し始

める時t＝（O）ですべての条件は（O）ではない．今回は

その為に生ずる誤差を取り除く方法と，上下動振動試験

装置を使って正弦振動及び振動台の始動と停止の過渡時

における記録を使って振動計の記録に対応させる実験結

果を報告する．

　220．小平信彦（気研測器），安斎正直（測器製）：

60

　　　　マイク回7オン型雨滴計について

　マイク・フォソ型雨滴計を用いた粒径分布（Z－R関

係）の観測結果について報告する．この種の雨滴計の場

合は水滴の終端速度を用いて較正しなければならない

が，直径の大きなものでは実験的に終端速度を得るのが

困難のため実験の降雨による雨滴を用いてろ紙法と比較

した．なおこの装置は測器製作所で試作したものであ

る．

　221．　青柳二郎，中垣克之（気研台風）：降水雲の垂

　　　　直強度分布について

　3・2cm波レーダーから得られた層状性降水雲及び対

流性降水雲の垂直強度分布の解析を行なった．層状性雲

については3層（氷層，融解層及び雨域層）に分けて扱

うのが便利である．雨域層におけるレーダ反射因子Zの

高度変化は約3dbの巾にあり，一方氷層のZは約5db

／kmで高度と共に減少する．このため雨量測定にはレ

ーダピームが融解層以下を通過する仰角で走査される必

要がある．又対流性雲における垂直強度分布は約7db／

kmで減少するのでレーダによる雨量測定の精度に大き

く影響を及ぽす．

　222・　内藤恵吉，横田良夫，高橋克己（気研測器）：

　　　　ライダーによる煙の観測

　測距用の小型ライダーを使用して，昭和44年2月21日

～27日に，横浜市根岸地区において，有効煙突高の観測

を行った．ライダーは，高度角，方位角を変化させ，30

秒間隔で連続的にパルスを発射する．受信電力は，シン

ク・スコープにAスコープ表示を行わせ，写真撮影をす

る。また，同時にヘリコプターによる気温の垂直分布を

測定して，煙流の位置，水平，垂直の拡がり巾を求め，

煙流のトレースを試みた．この観測の詳細と解析の結果

について報告する．

　225・　内藤恵吉，田端　功，常岡伸祐（気研測器）：

　　　　ライダーによる斜め視程観測について（第1報）

　ライダーによる斜め視程観測の方法にっいての考察及

びそれに付随する誤差の問題については，前回及び前々

回の大会で報告してきたが，今回はその中でもより実用

的であると思われるtwo　way法の変形について述べ

る．始めに統計上からどのくらいの高度まで比較的正確

に測定出来るかにっいて述べ，次に平均減衰率ア（DB／

km）のグラフによる実際的な算出法及び最小自乗法で

計算した7との比較検討したものを示す．最後にこの方

法による将来性や実用化に対するライダー自身の間題に

っいて考える．

、天気”16．9．
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第2会場　第2日（22日）9時～13時

　224・　孫野長治，遠藤達雄，重野忠史，岩淵武士，李

　　　　柾雨（北大理）：降雪雲の電気的性質（その1）

　雷雲の上半部の電気的構造を調べるために，比較的性

質の判っている石狩降雪雲の電気的性質を今年より電荷

ゾソデ，電場ゾンデ（アルチエレクト・グラフ）に加え

てUDゾソデ，S　Cゾソデを併用し観測した．観測に成

功した2例を解析した結果次のことが判った．

　1・雪雲の下層では負電荷があり中層は正負の電荷が

混在し上層では正の電荷が多かった．

　2．その時の霰は正電気を帯びていた．

　225．織笠桂太郎（室工大）：新雪の撹捨によるイオ

　　　　ンの発生と雪片の帯電について

　1969年1月，北海道ニセコ山麓附近にて，降り積りっ

っある新雪を気温一100C～一50Cの状態で撹拝筒に投

入し，ブ・アーで吹き上げた結果，正に卓越したイオソ

が発生し，ブ・アーで吹き上げられて外部に散乱する微

小雪片は負に帯電し，撹拝筒に残った雪片は正に帯電す

ることがほぽ確認された．この結果は降雪の帯電に関す

る興味ある問題を提供していると思われるので報告す

る．

　226・　志尾　弥（北教大），孫野長治（北大理）：氷の

　　　　摩擦熱の測定

　二本の氷棒を不均等に摩擦する時，荷電符号が途中で

逆転するが，接触面の温度差は約1．50Cで，又逆転は

見られなかった・又，接触面が移動しない方の面は移動

する方の面より高温で予想通りであった．したがって摩

擦電気は温度勾配だけでは説明できないことになる．

　227．　菊地勝弘（北大理）：昭和基地における大気電

　　　　場観測（その1）

　1968年2月1日から1969年1月31日までの1年間昭和

基地において，フィールドミル大気電場計を用いて大気

電場の連続観測を行った．記録紙スピードは通常50mm

／h，特異現象時には300mm／hで作動された．

　今回は特に観測された特徴的な記録を中心に述べる．

　（1）静穏電場に顕著な日変化なし．

　（2）快晴，無風時に正電場の大きな振巾，比較的長い

　　　周期の擾乱．

　（3）風向3600～90。で風速増加に伴う正電場の増加．

　　　等．

　228．　遠藤辰雄，重野忠史（北大理）：降雪時の海岸

　　　　における大気電場のパターンについて

1969年9月

　今年，石狩の浜で降雪雲下の電場電荷を地上観測した．

それを風の資料で考察し次の事が判った．1．海からの定

常的な季節風下の降雪雲の時．電場はしゅう雪に比べ遥

かに低く定常的であった．これは地吹雪と集電器の劣化

のほか対流時には雲内電気分離が進まないと考えられ

る．2．この季節風が一時止る時次の様なパターソがある．

陸の寒気吹き出しに伴い電場が正に高まり，其の後正の

霰が降り，電場は負，続いて降雪電荷と電場は逆となる．

これは吹き出しが正イオンを含む事，またこの寒舌で海

面からの対流が止り電荷分離が急に進むと考えられた．

　229．　岩淵武士，孫野長治（北大理）：レーダーエコ

　　　　ー強度と降雪電荷，空中電場の鏡像関係につい

　　　　て

　今年の1月20～30日に，石狩平野で，レーダーエコー

の強度観測（札幌管区気象台）に合わせて，空中電場，

降雪電荷，及びレプリカによる雪の結晶の同時観測を行

った．その結果，次の事が解った．1）一般に鏡像関係

は成立する．2）レーダーエコーの強い時には，鏡像関

係が成立することと，しないことがあった．成立しない

場合は，エコーが強くなり始めの時，すなわち，強い降

雪の始めの部分に相当するようであり，こう考えれば，

先年，名大の長谷美，深津，高橋の結果とは矛盾しな

い．

　250．　望月　定，大木利正，関川俊男（東理大理）：

　　　　放射性荷電エエロゾルの易動度スペクトラムと

　　　　正負比率の時間変動

　平行板型易動度スペクト・メーター3台を同時に作動

させ，750Zの円筒形容器に貯えたRn娘核の放射性荷

電エエ・ゾルの易動度スペクトラムを測定した．走査し

得た易動度範囲は3～0．0003cm2／V・secである．容器内

に貯えられた放射線エェ・ゾルの放射平衡状態と易動度

スペクトラムの時間変動，正負比率の変化及び放射性核

のエエ・ゾルヘの附着状態とその変化につぎ報告する．

　231．　児島　紘，関川俊男（東理大理）：大イオン測

　　　　定からエエロゾル粒子の粒径分布への変換につ

　　　　いて

　エェ・ゾルの粒径分布を得るために荷電している粒子

のみの計測，つまりイオン計測で得た値から外挿する方

法がある．これで問題点は粒子上の荷電を平衡状態にで

きるか，平衡になった時に粒子サイズと荷電率との間

に，いかなる関係があるかである．
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　今回は我々独自の方法で得た粒径別荷電率の関係と，

従来この種の関係では電荷分布はボルツマソ分布測に従

うと言われてきたが，我々の実験結果と比較検討する．

　252．　喜岡俊英（東理大理工），児島　紘．関川俊男

　　　　（東理大理）：エエロゾルの荷電率について’

　我々は，自然大気中のエエ・ゾルの荷電率（素電荷を

持っエエ・ゾル粒子数の全粒子数に対する比）を調べて

ぎた．それによると都市の様な汚染が多いと思われる場

所においては，荷電率が低かった．今回から，荷電率を

もとにエエ・ゾルの発生の源を探る事に重点を置く．今

回は，検出器として，Pollack　counterを使い，それを

自動測定でぎるように改良し，その相対的calibrationを

行った．又，神楽坂，野田，富崎において行った荷電率

の測定結果と気象要素との関連について報告する．

第2会場　第3日（23日）9時～13時

233．重野忠史（北大理）：400Mc帯を使った電荷

　　　　ゾンデの試作

　高橋（名大）は大気中の降水粒子の電荷を測定する目

的で1680MC帯の電荷ゾソデを製作した．しかしなが

ら現状ではこの帯の受信セットはかなり大がかりな装置

を必要とする．又ルーチソのラジオゾソデと混信する．

そこで軽便な随時使用できるように400MC帯の電荷ゾ

ソデを試作した．且つこの種の目的のDC－AMPの安定

と軽量を計るため電位計管として2ケのFETをブリッ

ジ平衡回路とし出力段は又平衡型を使った．本年の石狩

平野降雪総合観測において使用した結果まだ克服すべき

難点が残っているが条件のよい場合には観測に成功した

ので報告する．

　254．　桂川秀嗣（東邦大），前橋紀恵子（気研応用），

　　　　服部　学（立大原研），矢野　直（気研応用）：

　　　　大気エアロゾル粒子の放射化分析（111）

　われわれは，これまでに大気エア・ゾル粒子の核種を

放射化分析によって十数種について同定した．またこれ

らの核種は粒子の粒径によって，著しい差異のあること

がわかった．

　すでにshort　lifeについて行ってみた結果，エア・

ゾル粒子のsourceを追跡する方法として適用できると

考えられる．その後，10ng　lifeのものにっいて，行っ

たのでその結果を発表する．

　235．　池辺幸正，下　道国，飯田孝夫，川野　実（名

　　　　大工）：ガンマ線照射時における電離平衡

　大気中の小イオソ平衡式の中で，自然環境のイオソ対

生成率（9・）の評価は甚だ困難である．しかしガソマ線

を照射することによりイオソ対生成率の（＞9。）を計算

から簡単に出すことが出来る．本報告では，照射時の測

定結果について述べ，9。を間接的に評価する方法にっ

いて述べる．

　236．　下道　国，池部幸正，川野　実（名大工）：海

　　　　上における電離平衡一III

　本年7月上旬，東支那海において第3回目の海上観測

を行なった．観測内容は小イオソと，凝結核数及びその

粒径である．前2回の結果や陸上の結果と比較しなが

ら，海上における電離平衡の特徴などについて述べる．

　257．　中谷　茂（電気試験所）：ラドンと壊変生成物

　　　　濃度の時間的変動について

　ラドソ濃度の時間的変動に伴って，壊変生成物濃度も

変動をするわけであるが，放射能平衡の研究と関連し

て，ラドソ濃度と共に，RaB，RaC濃度の時間変動を，

遅延同時計数法により調べてみた．ラドソ濃度に伴うそ

の壊変生成物濃度の変動は，時間的，濃度的に細かい差

異を示し，必ずしも一致しない．その測定法並びに変動

の解析結果にっいて述べる．

　258．川村　清（気研化学）：富士山太郎坊における

　　　　大気オゾン，NO2，およびNO濃度

　昨年秋の気象学会で，筆者は海洋大気NO2が一定値

（1．2μ9／m3）をとることを示した．この一部または大部

分は上層大気中で光化学的に生成されたものがオゾソと

同様に下層まで運ばれてきたとも考えることがでぎる．

このことをしらべるため，1969年6月7日から13日まで

富士山太郎坊において大気オゾソ，NO2およびNOの

観測を行なった．その結果，大気NO2（平均値：2．5μ9

／m3）およびNO（同左：1．3μ9／m3）の大部分は上層と

いうよりもむしろ地表面がその源になっているらしいこ

とがわかった．

第3会場　第1日（21日）9時～12時

301．　青柳二郎，柳沢善次，中垣克之（気研台風）：

　　　ドップラレーダーによる垂直気流の観測（地形
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　　　性乱気流の研究8）

航空機より散布したアルミ箔片をドップラレーダによ

、天気”16．9．



り捕捉観測し山岳における地形性気流の乱流スペクトラ

ムを測定することができた．ここでは昭和42年2月富士

山周辺及び昭和43年1月福島県白河地区で得られた結果

についてその高度分布及び同時観測で得られた定高度バ

ルーンの結果との関連を求めた．

　502．　大田正次，伊藤朋之（気研物理）：航空機によ

　　　　る気流の乱れの簡便な推定法（地形性乱気流の

　　　　研究9）

　航空機を用いて気流の乱れを測定するには，加速度計

等の機内塔載計器のほか測風セソサーを機外にとりつけ

ることが必要である．しかしチャーター機や旅客機を利

用する場合測風セソサーをとりつけることはほとんど不

可能である．我々は機内に積んだ加速度計の磁気テープ

の記録から加速度のパワースペクトルを調べ，風の乱れ

に関係の深い周波数を選び出すことを試みた．このよう

にすれば長時間長距離にわたる風の乱れの強さの分布の

概要を簡単に知ることがでぎる．

　305．　塩谷正雄，岩谷祥美，黒羽囲夫（日大生産工）：

　　　　Gi皿型風速計による風の乱れの観測

　超音波風速計は不便な観測地では保守，取扱いに困難

があったので，そのかわりとして鳴門市里浦海岸におい

て，高さ40mの鉄塔上で2枚羽根Gil1型風速計2台

を使用して，変動風速の水平，鉛直成分の測定を試み

た・求めた記録よりパワースペクトル解折を行ない，乱

れの強さ，自己相関係数，相互相関係数を求めたとこ

ろ・同じ塔台での超音波風速計で得たものとほぽ一致し

たので，その結果を報告する．

　304　塩谷正雄，岩谷祥美（日大生産工）：強風にお

　　　　ける乱渦の相関（5）

　第4報に（昭和43年秋季大会）にひぎっづぎ，徳島県

鳴門市において得られた強風のデータの一解析結果を報

告する．風向に対して横方向に離れた2点における変動

風速の相関係数，および，Tayiorの仮設を用いて風向

方向の相関係数を求めて，両者を比較した．その両者の

間には関連のあることがみとめられた．また変動風速の

相関係数の空間パターソを求めると，それは風向に平行

な方向に細長い楕円形である．波数別の相関係数を求め

てその性質を議論する．同時に徳島県那賀川で得られた

鉛直方向の相関係数の解析結果との比較を行なう．

　505・　竹内清秀（気象庁産気），根本　茂（気研測器），

　　　　当舎万寿夫（気研台風）：船による海面付近の

　　　　風速の鉛直分布の測定

　九州西方海域における海洋と大気の相互作用に関する

1969年9月
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研究の一部として，白鳳丸の船首ブームを用い，海面付

近の風速，温度，湿度の鉛直分布を測定した．風速は1

m／s程度から11m／sぐらいまでに除々に変化してい

た．測定した見掛けの風速鉛直分布はいろいろな形に変

化しているが，船の動揺，波高などを考慮すると，その

変化の模様が一応説明でぎるように思われる．今回はこ

れについて報告する．

　306．　竹田　厚（東大海洋研）：波浪上の風の構造

　大気から海水への運動量輸送機構の一部を担う波の発

達のメカニズムに関して，Miles（1957，1959，1967etc）

やPhillips（1966）の理論の有効性を確かめる意味で，

海面上での観測を進めて来た．

　その結果の一部は既に68年春の大会で報告したが，今

回は，更に今年春行なった観測のデータを加えて，波に

よって誘起された擾乱（これによって波への運動量がも

たらされる）の大きさが，水面からの高さによって，か

なり明瞭な変化を示すという結果を得たので，これにっ

いて報告する．

　307．　近藤純正，藤縄幸雄，内藤玄一（防災センター）：

　　　　海面の空気力学的粗度と波の関係

　これまでの観測によって，海面の粗度は風速と共に増

加することが知られている．これをより明確化すると同

時にその機構を明らかにすることを目的として風速の鉛

直分布と海面の水位変動を同時に測定した．今回の平均

風速は8m／s以下であった．その結果粗度はどの周期

の波（周期0．3～30秒）ともあまり関係せず，ほぽ一定

であるらしい．この風速をこえ，白波がかなり立ち始め

る状態から粗度は増加しはじめる傾向にあるように見え

る．なお一部にいわれているような風速分布の顕著なキ

ソクは認めがたい．

　308．　近藤純正，渡辺英雄（防災センター）：海面近

　　　　くの薄層内の塩分，流速，水温分布について

　前回は水中での熱拡散係数が一定とした場合について

水面近くの薄層の温度分布をもとめたが，今回は海面近

くでの塩分輸送と大気から水中への運動量輸送を考慮し

て，薄層内の塩分，流速，水温分布について数値実験を

した．水中での拡散係数は大気中で知られているものと

類似な関係を適用した．結果は，表面水温はいつもその

下層より低温であることは前回と同じであるが，風が吹

き始めてから間もなく表面流速は風速の数パーセントに

達する．また日中は，蒸発によって塩分の濃い層が表面

近くにできることがわかった．

　509．光田　寧，佐野雄二（京大防災研），花房龍男
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　　　　（京大理）：風速変動の長周期成分について

　風速変動の広い周波数範囲にわたるエネルギーの分布

については今までにも色々と論じられてきたが，最近

Panofsky等は周期1時間前後，波長にして20kmぐら

いの変動に対応するところにエネルギーの極小帯がある

ことを指摘し，energy　gapと呼んでその重要性を強調

している．著者等は日本における地面風の観測資料を用

いて解析を行なって見たが，やはり米国において発表さ

れた結果と同じものが得られた．ここではさらにこの

gapを特徴づけるいわゆるmicro　scaleの乱れのenergy

のpeakの性状について色々の気象条件にっいて検討し

て見た．

　310　花房龍男（京大理）：水蒸気の乱流輸送量算定

　　　　のための簡便法

　水蒸気量の変動を乾湿球温度計によって測定し，それ

に基づいて水蒸気の乱流輸送量を算定しようとする場

合，乾湿球公式によって乾湿球温度から水蒸気量を算定

する過程がデータ処理の上において大きな障害となる．

しかし乾湿球公式を展開し乾球温度及び湿球温度に比例

する2つの項（比例定数は温度で変化する）よりなる型

で近似すれば計算は容易になる．本研究はそのような簡

便法を実際にアナ・グ的なデータ処理に応用して見てそ

の誤差がどの程度のものになるかということについて検

討して見た．

　511．　山本義一，安達隆史，安田延薄（東北大理），

　　　　島貫　陸（東京学芸大）：傾圧大気におけるエ

　　　　クマン・スパイラル

　さぎに，山本，安田，島貴によって順圧大気における

エクマソ・スパイラルに対する温度成層の影響が研究さ

れた．今回はその続きとして，傾圧大気におけるエクマ

ソ・スパイラルを数値的に求めたので観測資料と比較し

ながら報告する．

　512．　黒崎明夫（気研予報）：エクマン境界層の構造

　　　　（5）

　抵抗係数および風向回転角と，Moninの安定度パラ

メータとの関係を表わす式を，複素表示を用いて導い

た．エクマソ境界層を2層で近似することを考え，下層

にはKEYPSの解を，上層にはEkmanの解をそれぞ

れ適用した結果，過粘性係数およびフラックスー定層の

厚さとMoninの安定度パラメータとの間に，ある関係

が成立することがわかった．これらの理論的結果を考慮

して，0’Neillにおける観測資料を解析した．

第3会場　第1日（21日）13時～17時

　513．　大井正一（気研予報）：成層圏天気図の解析

　　　　（五月）（12）

　5月の日本附近の成層圏循環について，今迄調べた6

月と異なつた点を述べると　（1）10mb天気図は4月の

低気圧性周極渦が，高気圧性循環に破壊される過程で，

シベリヤに低気圧，北極に高気圧のセルがあり，是等の

位置が年により違う．（2）100mbは中華大陸にトラフ，

北太平洋にリッジがあり，これらの推移が年により違

う．（3）地上天気図は低気圧の多い年と高気圧の多い年

とがある．6月について調べた方法を併用し，上記3点

の相互関係について，過去6年間18旬のベルリソ天気図

の資料により，幾つかの循環の特質を明かにしたい．

　314．　廣田　勇，佐藤康雄（東大理）：冬期成層圏プ

　　　　ラネタリー波による水平運動量輪送の年々変化

　先に筆者らは冬期成層圏30mbにおける平均帯状流，

プラネタリー波の振幅位相等の日々の変化を5年分にっ

いて解析し，これらの波の特性を明らかにした．今回は

同じ資料を用いプラネタリー波による水平運動量輸送に

っいて各冬の3ヵ月毎に時間的平均を求めてその年々変

化を調べた．その結果，中低緯度での水平運動量輸送の
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年々変化は低緯度成層圏帯状流の準2年周期と有意な相

関を持っことが示される．更に波数分析や，定常波と非

定常波の分離も行い，運動量輸送に寄与するプラネタリ

ー波の性質とその機構に関する考察を行う．

　315．　戸松喜一（気研予報）：1965年4月の大気のエ

　　　　ネルギー解析

　前に1965年3月，成層圏最終昇温前後のエネルギー変

動について発表した．10層の北半球資料により，今回は

4月における大気のエネルギー変換量，顕熱・運動量輸

送および垂直流等の解析結果を加え，成層圏における冬

から春への過程を調査した．

　516．戸松喜一，篠田日奈子（気研予報）：大気の安

　　　　定度の分布

　大気の安定度についてGateが詳細な解析をした．た

だし，アメリカ大陸の区域に局限されている．ここでは

150N以北，緯度・経度5。毎に，1965年i月，3月，

4月，7月の北半球850～10mbの9層の資料から毎日

安定度を計算した．これらの季節・緯度，垂直分布およ

び半球的パターソについて特徴をのべる．

　317．　片山　昭，戸松喜一（気研予報）：顕熱の南北

職天気”16．9．



　　　　輸送について

　1965年1月の北半球高層資料を用いて，顕熱の南北輸

送量とその収束量の日日の変動を，波数，高度および緯

度別に計算し，ブ・ッキソグ，気温の南北傾度や有効位

置エネルギーの増減などとの関連性につき詳しい解析を

試みた結果にっいてのべる．

　518．　桜井　徹，片山　昭（気研予報）：北半球にお

　　　　けるブロッキンゲの統計（1）

　1948～1953，1957～1968の18年間について，北半球

500mb面半旬天気図を用いて，ブ・ッキソグの頻度，

分布，季節変化，強さ等の統計を試みたところ，興味あ

る2～3の事実が見出されたので，この結果について報

告する．

　519．木田秀次，関山理郎（東大理）：オゾン全量

　　　　（Ω）と200mb等圧面高度の相関について

　オゾソ全量と200mb等圧面高度の相関関係を札幌と

館野の観測値について調べた．両者の間に正の相関があ

ることは成層圏の運動がオゾン変動に及ぽす影響からみ

て当然の結果として示されるが，さらに両地点のオゾソ

量の差（△Ω）と等圧面高度差（△H）の間にも相関がみ

られる．

　△Ωと△Hの間の相関は短期間の変動に対してだけ

でなく，月平均値の季節変化についてもみられること

は，オゾソの緯度分布や季節変化と成層圏循環の関係を

調べる立場から注目すべきである．

　320　飯田睦治郎，石川正勝（気研予報）：低緯度大

　　　　気の解析（IV報）

　晩秋から初冬期にかけて，南西太平洋域でしばしば赤

道をはさみ南北両半球で（大体同じ経度のところ）同時

に，それぞれ1つづつの台風が発生する．今回はこれら

の現象と偏東風波動との関連，発生直前までの発生域で

の物理量の変遷とその機構等について解析した結果を報

告する．

　521．　丸山健人（東京学芸大）：赤道成層圏下部にあ

　　　　らたにみいだされた周期約2日の擾乱

　1958年7～8月のChristmasIsland（NO2000ノ，W

1570231）における成層圏下部の風の1日4回観測デー

タをスペクトル解析した．この時期は西風がよわまり東

風にかわる時期である．解析の結果，約4～5日の周期

帯に混合Rossby重力波とみられる擾乱が検出されたほ

か，約2日周期の擾乱がみられた．この擾乱は，uv両

成分をともなっているが，その性質はまだよくわからな

い．なお風の日変化はとくにみいだされなかった．

1969年9月
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　322．渡辺和夫（気研台風）：東南アジア地域におい

　　　　て赤道を越える気流系（低緯度と中緯度の関係

　　　　その1）

　1月にはシベリヤ大陸の気流系が南支那海からジャワ

海にまで達し，9月には豪州の気流系がニューギニヤ北

方からセレベス海に達して，低緯度帯下層の循環や擾乱

の発達に影響を及ぽしている．

　525．　柳井迫雄，村上勝人（東大理）：スペクトル解

　　　　析による熱帯擾乱の研究

　我々は先に熱帯地方の対流圏から下部成層圏にかけて

4～5日周期の擾乱が卓越することを示した．その後，

Wallaceらはu成分に約10日の周期性を見出し，また新

田は，東，西太平洋における貿易風擾乱の性質の差を見

出した．これらの結果は，擾乱の南北モードを分離して

解析することによって，より整然と解釈されると考え

る．今回は，従来用いて来た1962年の資料にソ・モソ群

島方面の資料を加え，また周期20日以下のu成分，v成

分変動を残すよう改良したスペクトル解析を行い，擾乱

のスケール，モードにつき新しい知見を得た．

　524．　山岬正紀，和田美鈴（気研台風）：5次元地衡

　　　　風モデルによる低緯度対流圏擾乱の研究

　低緯度地方の条件付不安定大気中では，台風の他に3

種類の不安定波が存在することを，2次元モデルを用い

て理論的に示した（春の学会）．今回はこれらの3っの

不安定波の性質が，3次元の準地衡風モデルでどのよう

になるか又水平シァーがこれらの波の性質をどう変える

かを調べた．更に順圧不安定波の性質が，鉛直シアーと

潜熱の放出によってどのように変わるかについても調

べ，上にのべた不安定波と併せて，偏東風中の擾乱との

対応を考察する．

　325．　林　良一（東大理）：赤道大規模波動の熱によ

　　　　る不安定化

　先の春季大会で山岬により発表された低緯度準地衡風

不安定波モデルの中に発達率のピー一クが8，000kmあた

りに出て垂直構造が柳井，丸山により発見された赤道大

規模波動とよく似た不安定波がある．これは主に摩擦層

上端での上昇流に比例させた凝結熱によるものである．

本研究では赤道上のβ平面近似のプリミティブ方程式に

上記の熱を入れ変数分離をし固有値間題として差分で解

ぎ，モード，波長による発達率の変化や波動の立体構

造，エネルギー収支を議論する．発達率は・スビー型で

はnニ0モードの波長10，000km以上が大きい事が分っ

た．
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　526・　小沢　正，尾崎良子（気研予報）：アジア地域

　　　　の数値解析（II）

　前回は豪雨期のパターソのInitial－Fieldだけにっい

て，種々なBalanceMode1による差異，格子間格の問

題など検討した．今回はその解析にもとづいて数値予報

を試み，上述の観点からの比較検討と豪雨時の大規模な

運動のプ・セスの機構等にっいて考察する．

第3会場　第2日（22日）9時～13時

　527．　木村竜治（東大海洋研）：内部加熱による対流

　　　　（4報）

　流体内部の水平な薄い層から熱が発生する場合に生ず

る対流運動を室内実験で調べた．対流槽の上下の温度を

一定に保っとき，発熱層より上方は熱的に不安定，下方

は安定な成層をなす．不安定層の厚さ（hu），安定層の

厚さ（hs），加熱強度（q）を外部パラメータとすると，

これらの値の組合せによっていろいろの型の対流運動が

生ずる．すなわち，hs又はqが小さいときは定常的

なセル状対流が生ずるが，hsが大きくなると上昇域が

周期的に水平に移動する非定常な運動になる．huが大

きくなると第1報で報告した間欺的なサーマルが現れ

る．

　528・宇加治一雄，沢田竜吉（九大理）：二層流体中

　　　　の細胞状対流について

　1967年度秋季大会において，二層流体中の細胞状対流

について報告した．その時の実験では，一方の層の上昇

流（下降流）のところには他方の層の上昇流（下降流）

が現われるという熱的な相互作用についていくつかの型

が予想されるので，今回はこの問題を線型理論が適用さ

れる範囲で理論的に取扱い，その結果を報告する．

　329・　小倉義光，西元幸子（東大海洋研）：基本場が

　　　　非線型な垂直温度分布である流体の安定性

　流体が熱的に不安定な成層をなす時，垂直温度勾配が

ある一定値を越えると対流が生じる．垂直温度分布が直

線的な場合の安定性にっいてはすでに多くの研究があ

る．一方室内実験で流体の安定性を調べる場合，途中に

必ず非線型温度分布が現われる．そこで基本場の温度分

布が非線型な場合の安定性を線型理論で調べた．等温流

体の下面温度を急に上昇させて，一定に保った場合，流

体内部の垂直温度分布は徐々に変化して直線的分布に近

づくが，この途中の過程での流体の安定性を考える．さ

らに境界の温度が時間的に変化する場合にっいても述べ

る．

　530　小倉義光，津　宏治（東大海洋研）：鉛直シア

　　　　ーのある流れの中の対流

　土屋，藤田（1967）は気象衛星写真の解析により雲の
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パターソと風の鉛直シアーとの関係を調べ，シアーが小

さいと対流セル状で，大きくなるにつれて風向に直角に

なり，さらに大きくなると平行になると報告している．

一方Chandra（1938）は室内実験により，シアーが小さ

いとセル状で，大きくなると風向に平行の・一ル状対流

になり，直角な・一ル状対流は必然的には起り得ない事

を示しているので，この点を確かめるために鉛直シアー
　　　　　　　　　　　　　　　び
のある流れの中での対流のパターンを室内実験により調

べた．

　351．北出武夫（気研台風）：収飲場における積雲対

　　　　流の特性について（1）

　条件付不安定大気における対流の特性と収束量との関

係を，1inearizeしたBoussinesq方程式系によって，調

べる．収束は境界値として与え固有値問題を解く．今回

はその第1段階として変分法を用いて解いた結果を報告

する．収束が大きくなると対流はおこりやすくなり，上

昇域の広さは大ぎくなる．下降域の広さは収束があって

も発散があっても，やや小さくなる事を示す．

　552．　瓜生道也，野ロ晋孝（九大理）：回転流体にお

　　　　ける熱輸送量の測定

　回転流体の熱輸送量と，粘性，水平温度勾配，回転数

を変えて実験した．その結果を報告する．

　従来は，専ら，水を用いて実験されてぎたが，物性定

数の異る物質によ一）て，水の場合の実験結果がどのよう

に変化をうけるかについては，あまり報告はない，殊に

熱輸送量と回転数との関係が，粘性の変化によって，ど

ういう変化をするかを報告するつもりである．併せて，

ヴァシレーションについても，熱輸送の側からしらべて

みたい，

　555．時岡達志（東大理）：回転円筒内の運動（皿）

　前回発表したパラソスした渦に擾乱を加えて，線型化

方程式系を数値積分した結果を発表する．線型化システ

ムでの境界条件は，上下が断熱壁，内外壁上では温度擾

乱は零とし，速度成分に関しては粘性流体として扱い，

△κ（又は△z）の三乗までの精度で粘性境界条件をみた

す様にした．こうして得られた固有解と，Eadyのモデ

ルの解及び九州大学の実験の実測（温度）とを比較す

、天気”16．9．
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る．又，エネルギーサイクルについても述べる．

　554．　曲田光夫，西田圭子（気研予報）：境界層内の

　　　　運動の数値実験について

　接地境界層については地表の熱バランスと乱流輸送に

関するKEYPSの式を採用して，エクマン境界層内の

数値実験を行い，地表の状態と上層の気圧分布が下層大

気の気象状態に与える影響について研究した．その際，

気温については非定常の熱力学の式を，また運動方程式

としては，転向力，気圧傾度，拡散の項のバラソスの式

を用いた．

　555・　北出武夫（気研台風）：▼ertical　shearのあ

　　　　る大気中での台風の発達について

　摩擦層上端の上昇流に比例して熱を与える事によって

積雲対流をparametarizeしたモデルにより，vertical

shearのある大気における台風の発達を吟味する．un－

conditional　heatingの場合には，vertical　shearにより

構造は変わるが，growth　rateはほとんど変わらない．

しかしconditional　heatingの場合にはvertical　shear

があると上層と下層がばらばらに動き，数百km　scale

の擾乱は発達しない．すなわちvertical　shearによって

台風の発達は抑えられると考えられる．vertical　shear

のある場合には，さらにscaleの大きい擾乱が発達する

可能性がある事を示す．

　356．　廣田　勇（東大理）：傾圧不安定性の層モデル

　　　　による表現について

　傾圧帯状流に関する不安定理論はChamey，Eady以

来多くの人により調べられている．一方数値予報に関連

してPhillips，Thompson等が求めた二層モデルによる

傾圧不安定性の表現は，波長の短い領域で偽の安定性を

示すという欠点を持っている．この層モデルによる偽の

short－wave　cut－of「に対する解釈は従来あいまいであっ

たので，ここでは層モデルから導かれる振動数方程式

（代数方程式）の解に対する束縛条件を特に不安定波の

位相速度の見地から吟味し，連続モデルの解の特性と比

較することによって偽のcut－offのあらわれる意味につ

いて考察する．

33L岸保勘三郎（気象庁電計）：Mdi㎜scale

　　　　のじょう乱について

　前回はx，P・面でのじょう乱を取扱ったが，今回は3

次元的な取扱いを行い，2次元的な取扱いとの差を吟味：

してみる．両者のちがいはRichardson　number　Riが

小さくなるに従い顕著になってくる．

　例えば3次元的取扱いでは，R．iがRiニ1（線型理論

による）より小さい値になると，shearing　instaわilityが

卓越し，普通のbaroclinic　instabilityとはちがってく

る．このことは前線にできる小低気圧の特性ともみなし

うる．以上のことは数値実験でも再現しうるので，その

結果も併せて示したい．

　558．　相原正彦，今井博子（気研予報）：直交関数に

　　　　よる時問積分

　気象の間題で，数値的に時間積分する際に幾っかの方

法がある．その中で，幾つかの長所をもっ直交関数法を

使う．物理量を任意項数の直交関数に展開し，それらの

積，微分，等の演算についての性質が満たされているこ

とを確め，これを大規模な熱，摩擦を含む運動に適用し

た結果を報告する．

　559，　竹内衛夫（気研予報）：積雲対流によって解放

　　　　された潜熱の大規模運動に及ぼす影響

　積雲対流によって解放された潜熱の大規模運動への影

響を調べるために，スライスモデルの対流模型を仮定し

て，それらを大規模運動の物理量でパラメタラィズする

方法にっいて論じ，また，大規模スケールにおける雲量

の近似計算法について述べる．

　これらの表現を，準地衡風傾圧四層モデルの数値予報

に導入して，数値積分を行った結果について述べる．

　540　大林智徳（気研予報）：孤峰を越す流れ（II）

　　　　一2層モデル

　前回に引続き，孤峰を越す流れについて考察したので

報告する．前回までの1層流では上の層の流れを無視し

たが，今回は自由表面を持つ2層流で上の層の流れによ

る影響を考察した．1次元での定性的性質を吟味し，水

平2次元の数値実験を行った．1次元流について，定常

流が存在する領域を明らかにし，数例の数値実験を行な

ったが，内部波が卓越する場合と外部波が卓越する場合

が存在することが明らかになった．

第3会場　第3自（23日）9時～13時

341．　佐藤隆夫（長崎大）：上空における散乱光

　　　（XII）

上空10km，20kmの高さから真下を見た場合，真下

1969年9月

から来る二次散乱光を計算した結果，次の結果を得た．

各高さ共通に，強度は太陽高度（h）につき波長（え）の

増す程減ずる．各えにっきhの増す程増す．二次と一

。67
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次の比は各hにつき2の増す程減ずる，各λにっきh

の増す程滅ずる．次に高さに従っての変化にっき次のこ

とがわかった．二次の値は各h各えにっき高さの増す

程増す．二次；一次は各h各えにっき高さの増す程減

ずる．

　342．　関原　彊，村松久史（気研）：人工衛星からの

　　　　大気オゾン観測について

　紫外線散乱光につき天空へ反射される光量の波長分

布，角度分布の計算を行ない前回報告の赤外の場合と比

較して見た．この場合は3100Aより短かい波長につい

ては上層オゾソ量の変化に充分敏感で有効な観測手段を

与へると判断される．これに反しより長波長の紫外線に

よるより下層のオゾン量の変化に対する振舞いは太陽高

度その他高温散乱，塵埃の影響など複雑な要素が考えら

れ，この場合は赤外の場合の全オゾン量観測に有望であ

った時と丁度相互し相補う傾向にある．

　543．　山本義一，田中正之（東北大理），荒生公雄（長

　　　　崎大教育）：Turbidityの経年変化

　我々が作ったturbidity　chartをもとにturbidityの

経年変化を，秋田・東京・福岡についてそれぞれ約30年

間にわたって追跡した．産業の発達，人口の増加等によ

る大気汚染の影響を受けてturbidityの量的増加がみら

れる．その解析結果を報告する．

544．山本義一，青木忠生（東北大理）：Asy㎜e・

　　　　tricTopRo亡orのCo皿isionBroaderring

　　　　（Il）

　先回，春の学会で，Anderson’s　TheoryをAsymme－

tric　Top　Rotorに適用した理論的展開を行ったが，こ

れを使い水蒸気の半巾値を電気四重極子まで考慮して具

体的に計算した．

　345．　広野幹彦（新潟大工）：球こま分子の半巾値

　CH4は双極子能率及び4重極能率を持たないが，オ

クトポール・モーメントを持っている．Anderson｛Tsao

and　Cumutteの理論をOctupole－Octupole及びOctu－

pole－Q．μadrupole相互作用の場合に発展させ，半巾値を

計算する式を導いた．

　346．高橋勧，山本勝弘，築井勝（名大理水研）：

　　　　水，氷，過冷却水の紫外吸収

　1600Aより長い波長で，水，氷，過冷却水の吸収の温

度変化を求めた．水，過冷却水では，吸収係数の温度変

化が大きく，exitonによるものと考えられるが，氷の

68

場合には，吸収係数の温度変化は始んどない．このこと

は氷には，exitonが存在しないことを意味しているら

しい．不純物氷（NaC1）について興味ある結果が得ら

れた．

　547．掘内剛二（気象庁図書）：熱圏でのNおよび

　　　　N＋について

　最近の観測で熱圏中部のN＋経度がO＋についで大

きいことが分って来た．このため，改めて中性N原子

分布を，新しい前駆解離吸収係数とN2振動励起粒子を

考察して計算して見た．これによって，N原子の直接電

離と，N2分子の解離的電離との効果を改めて評価して

見た．熱圏上部ではさらにHe＋の効果が付加されるが，

中性粒子温度を考慮したN＋分布はほぽ実測と見合うこ

とになる．平衝式はだいたい

　　［N＋］一12（H2）［N2］＋1（N）［N］＋7［He＋HN2］

　　　　　　　　　　　7［02］＋7［O］

の形で，最上部では拡散効果が予想される．

　548．　岸田恭允（九農試）：全周放射積算量の測定

　我々の生活環境においては，直達光と天空散乱光だけ

でなく地面からの反射をも含めた周囲からの放射，すな

わち全周放射が重要な場合が多い．一定期間内に各方向

より一つの物体に入射する放射は全周放射の積算量であ

る．これを簡単に測定する測器として，ベラニ球形積算

日射計があるが，適当な感度と積算範囲を持っ実用的な

測器の製作と較正は必ずしも容易ではない．ここでは，

測器の試作と較正，さらに一年以上に亘る全周放射の観

測結果について検討した結果を報告する．

　349．　嘉納宗靖，矢田　明，鈴木　正（気研高物）：

　　　　赤外放射計検定装置の試作（第2報）

　昨年の秋の学会で報告した検定装置の改造をおこな

い，射収支計に風放の当っている状態でも検定できるよ

うにした．2，3の放射計を種々の風速下で検討した結

果および風速の影響等関連した問題点等につき議論す

る．

　550　山本義一，田中正之，浅野正二（東北大理）：

　　　　赤外放射による雲の加熱・冷却

　前に半無限の水雲の内部でのHux　divergenceを10μ

窓領域の赤外放射について計算し，これによる雲層の加

熱・冷却を論じた．今回は水蒸気等の吸収帯のある波長

域も含めて，又雲の厚さの有限の場合も含めてこの問題

を扱う．

、天気”16．9．


